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このような患者に対しては、従来の染色体分析を行っても診断がつかないことがありますが、SNPマ
イクロアレイ法は従来の染色体分析より解像度が高いので、本法による検査により診断がつく場合が
あります。

2008年以来、60,000件を越えるSNPアレイ解析を米国で実施
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21-28日（弊社にて検体を受領した日より起算）
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ヘパリンナトリウム採血管（緑キャップ）または口腔内粘膜スワブ
小児および成人：4ml　幼児：2ml またはスワブ検体4本

血液検体は冷蔵、スワブ検体は常温

小児および成人：8ml　幼児：4ml、スワブ検体不可

本検査は、米国Laboratory Corporation of America   Holdings のCenter for Molecular Biology and Pathology (North
Carolina)にてThermo Fisher Scientific Inc. のApplied Biosystems    CytoScan    Cytogenetics Suite を活用しています。
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